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流域
生態分野

森・川・海の生態系は実は密接に関わっていま

す。水や土砂、倒木が川を伝って海に流れ下

る。アユやサケ・ワタリガニは海と川を往来す

る。水生昆虫や両生類は水と陸を往来する。陸

上の鳥や哺乳類も水辺を利用する。移動する

生物は各々の場所で捕食・寄生などを通して

関係しあい、結果として海での出来事が間接

的に川や森の生態系に影響を与えたりもす

る。本分野では森から川・池・湿地そして海に

至る流域の自然の成り立ちについて研究を進

めています。

自然本来の森・川・海を含む
生態系の成り立ちを
明らかにする

環境と生物の関係、生物間相互作用、
フィールドワーク
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2024年4月に立ち上がったばかりの研究室

です。森へ川へ海へ、現場に出かけて実際に

生き物を見て手に取ってわかることを大切に

研究を進めます。フィールドワークは大変なこ

とも多いけど、皆と共に調査をして新しいこと

を見つけたときの喜びはひとしお。皆さんと

共に研究を行うのを楽しみにしています。
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時にものすごい数の遡上魚が海や湖から川に

産卵にやってきます。それらの遡上魚は川へ栄

養を運んだり、川底を攪乱したり、川の生態系

に様々な影響を与えます。

海洋生物
多様性分野

浅虫周辺に生息する多様な海産動物を研究

対象として、初期発生、形態形成、細胞分化な

どの様々な個体発生現象のメカニズムを研究

しています。また、様々な動物の発生メカニズ

ムの比較から、動物の多様性の起源と進化に

ついて研究しています。さらに、海流や潮位、

攪乱などの環境条件や競争や被食-捕食など

の生物間相互作用と生物の分布の関係を通

して、生物の環境適応や個体群・群集の維持・

成立機構について研究を進めています。

発生・進化・生態の
観点から海洋生物の
多様性を理解する

発生生物学、比較発生学、生態行動学、海洋生物
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実験に使う海洋生物は浅虫周辺で採集し、写

真に示すセンター内の水槽室等で飼育してい

ます。ホヤ、ウニ、ギボシムシ、ホウキムシ、巻貝、

二枚貝、クマムシなどがいます。

私は浅虫海洋生物学教育研究センターに入

学した後、ホヤ胚の初期生殖細胞形成機構

を勉強しています。この二年間の特別な感

想は、綺麗な自然がある浅虫で、優しく、寛

容で、学生の成長と生活に関心を持ってい

る先生と研究に専念するのが、好奇心が満

たされ、とても楽しいです。
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